「６０（ロクマル）プラス」優良実践校表彰　実施要綱
（総　則）
第１　この規程は、「６０（ロクマル）プラスプロジェクト」推進事業に係る、優良実践校表彰の基準について定める。
（目　的）

第２　この規程は、優良実践校表彰を公正かつ円滑に行うとともに、優良実践校の功績をたたえることで、推進事業に対する意欲向上、県内小・中学校・義務教育学校・高等学校及び特別支援学校における体力向上及び肥満予防・改善を促すことを目的とする。

（表彰対象）

第３　この規程は、本県に所在し、「６０（ロクマル）プラスプロジェクト」推進事業に取り組む、小・中学校・義務教育学校・高等学校及び特別支援学校に適用する。

（表彰基準）

第４　本県に所在し、「６０（ロクマル）プラスプロジェクト」推進事業に取り組む、小・中学校・義務教育学校・高等学校及び特別支援学校が次の各号一つに該当するときは、これを優良実践校として表彰する。

⑴　校内において「運動」・「食」・「生活」習慣の各担当者が連携し、組織的な実践を行っている。
　⑵　学校の実態・特色を生かした工夫がなされており、持続可能な実践を行っている。
　⑶　実践により「よりよい生活の確立」について、児童生徒の良い変容が期待できる。
（被表彰候補校の推薦）
第５　被表彰候補校の推薦は、以下のとおり行うものとする。
　⑴　県立学校については、保健体育課総括課長が岩手県教育委員会教育長（以下「県教育長」という。）に推薦する。
　⑵　市町村立学校及び義務教育学校については、市町村教育委員会教育長が県教育長に推薦する。
⑶　私立小・中・高等学校については、学事振興課総括課長が県教育長に推薦する。
（表彰の方法）

第６　表彰は、岩手県教育委員会教育長が表彰状を授与する。
（表彰審査会の設置）

第７　県教育委員会事務局に「６０（ロクマル）プラス」優良実践校表彰審査委員会（以下「審査会」という）を設置する。
２　審査会は、被表彰候補校について被表彰校として適当であるか否かを審査し、県教育長に報告する。
３　表彰委員会の組織構成および運営については、別に定める。
（被表彰者の決定）
第８　県教育長は、審査会の報告を受け、被表彰者を決定する。
（表彰の回数と時期）

第９　表彰は、年１回、原則２月に実施する。

（庶務）

第10　表彰に関する庶務は、県教育委員会事務局保健体育課において処理する。
（その他）
第11　この要綱に定めるもののほか、表彰に関し必要な事項は、保健体育課総括課長が定める。
付　　則

（実施期日）

　この要綱は、令和４年12月15日から施行する。

